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発刊にあたって 

 

兵庫県立図書館長 野村 孝  

 

 
 兵庫県立図書館（以下「県立図書館」）は、昭和 49年 10 月１日に開館し、この度、開館 50

周年を迎えました。 

 

 兵庫県の図書館業務の歩みを見ると、戦前の「兵庫県巡回文庫」、戦後の「移動図書館」のよ

うに、県民の皆様の読書・調査研究活動の支援を行うため、県域全体を巡回する形での事業が

展開される一方で、建物としての県立図書館については、県民の皆様の要望を受け、幾度とな

く検討がなされたものの、実現には至らないという状況が続いていました。しかし、昭和 44

年、県政振興計画の基幹的施策として県立図書館の設置が取り上げられたことで具体化が進

み、昭和 49年 10 月、ついに建物としての県立図書の設置・開館が実現しました。 

他の 46都道府県では、既に都道府県立の図書館が設置されており、兵庫県の図書館設置は全

国で最も遅いものでしたが、同時期に計画さされていた市立図書館（移転前の旧明石市立図書

館）と接する、全国的にも例を見ない形での設置であり、図書目録の編成について、コンピュ

ーターを国立国会図書館に次いで採用するという先進的なものでした。 

 

また、住民向けの貸出を行う市立図書館と接していることもあり、県立図書館は「図書館ネ

ットワークの核となる相互協力センター機能」「レファレンス・サービスに重点を置いた調査相

談センター機能」「県内の図書館活動に必要な資料を保存する資料保存センター機能」に注力し

た「図書館の図書館」というコンセプトの下に開館し、その後、時代の変化や利用者の皆様の

ニーズに応え、平成 13年 11 月から、利用者向けの「直接貸出し」を実施しました。 

こうして開館した県立図書館ですが、開館からの 50年間で、蔵書数は約３万３千冊から約 66

万８千冊に増加しました。冊数としては都道府県の中では最も規模が小さいものの、「図書館の

図書館」としてスタートしたこともあり、「学術・専門書」を中核とした特色のある蔵書となっ

ています。 

 

また、開館からの利用状況を見ると、利用者数は約 485 万人、貸出冊数は約 177 万冊、県民

の調査研究活動を支援するレファレンスが約 85万回となっており、阪神・淡路大震災や新型コ

ロナの感染禍などの不測の事態もありましたが、県民の皆様の読書・研究調査活動を支援する

という役割を日々果たしてきたところです。 

しかしながら、課題として、県立図書館が立地する東播磨地域や近接の神戸地域の皆様の利

用が多く、県立図書館から離れた地域の皆様の利用が相対的に少ないという状況があります。

県立の施設として、いずれの地域の県民の皆様に対しても、書籍をはじめとした知的情報であ

る図書館資料へのアクセスを十分に確保するため、来館者向けのサービスの充実はもとより、

「Web での利用登録」や「電子書籍」といった、県立図書館に来館しなくても利用可能なサービ

スの整備を、更に進める必用があると考えています。また、障害をお持ちであったり、外国語

を母語とする皆様に対する図書館資料へのアクセス確保についても、対応が必要な課題です。 

 

県立図書館が、より県民の皆様に親しんでいただける施設となり、今後、更に 10年、20年と

新たな節目の年を迎えることができるよう、引き続き取り組んでまいりますので、どうぞよろ

しくお願い申し上げます。 
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１ 開館 50周年記念式典 
 

開催日：令和６年 10月 21 日（月） 

開催場所：兵庫県立図書館 第２研修室 

参加人員：132 名 

来賓・随行 図書館関係者 一般 ※ 合計 
12 名 22 名 98 名 132 名 

※参加申込のあった利用者等の内の当選者 

 

式次第 

 

開     会       

  式     辞     兵庫県教育長          藤原 俊平 

  来 賓 祝 辞     兵庫県議会文教常任委員長    北上 あきひと 

  来 賓 紹 介       

  主 催 者 紹 介 

  祝 電 披 露 

  50 年振り返り映像 

 謝     辞     兵庫県立図書館館長       野村 孝 

 

 

 

  

式典会場のようす  
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① 式  辞 

 

兵庫県教育長 

藤原 俊平  

 

 

 

すがすがしい秋風が心地よく感じられる今日の佳き日に、兵庫県立図書館が開館50周年を迎

えられましたことを心から嬉しく思います。本日は、ご多用にも関わりませず、ご来賓並びに

関係者の皆様、県民の皆様にご臨席いただき、厚くお礼申し上げます。また、平素よりご支援

を賜り、重ねてお礼申し上げます。 

 

兵庫県では、昭和4年に「兵庫県巡回文庫」を発足させて以降、県内全域を巡って読書普及活

動を続けてきました。戦後、全国各地で図書館の建設が活発化する中、本県においても、県立

図書館建設の検討を重ね、昭和49年10月、念願の兵庫県立図書館が誕生しました。 

当時、明石市立図書館と県立図書館が隣接するという全国的にも例を見ない特徴とともに、

県下の市町立図書館が担う住民サービスを支援する、いわゆる「図書館の図書館」としての大

きな役割を果たしてきました。 

開館以来、昭和51年度に市町立図書館等への県立図書館資料の貸出サービスの開始 平成７

年度に阪神淡路大震災の記録を伝えていくフェニックスライブラリーの開設、平成11年度にイ

ンターネットを活用した図書館ネットワークシステムの導入、平成13年度に来館者向けの直接

貸出サービスの開始、そして、平成28年９月から１年半かけた大規模改修工事の実施など、図

書館の魅力づくりに向けて、様々な取組を展開してまいりました。 

 

この度、開館50周年という大きな節目を迎えることができましたのも、ひとえに、職員の皆

様のご努力、そして、関係者の皆様のご支援の賜で有り、改めて、感謝申し上げる次第であり

ます。 

Society5.0時代の到来、グローバル化の進展、国際情勢の不安定化など先行き不透明な予測

困難な時代を迎えています。しかし、このような変化の激しい時代であっても、子どもたち一

人一人が自ら「在りたい自分」や「在りたい社会」の実現に向けて課題を発見・解決し、新た

な価値を創造していく力を育むことが重要であります。更に、県民だれもが、生涯にわたって

学び続けられる機会の確保とともに、自らの可能性を最大限に伸ばし、学びの成果を様々な場

面で発揮できる社会を形成することが求められています。それだけに、県立図書館の果たす役

割は今後も益々重要となってまいります。 

開館50年を迎えるこの機に、県立図書館では、電子書籍の供用の開始、図書館システムを更

新しWEB上で利用登録申込を可能にするなど、来館を必要としないサービスの充実を図る新たな

ステージにも入ろうとしています。 

 県立図書館を運営してきたこれまでの歴史と実績を大切にしながら、未来に向かって、社会

のニーズや県民のニーズに応える、次代にふさわしい県立図書館をめざし、邁進してまいりま

す。 

最後になりますが、本日ご出席の皆様方のご健勝とご活躍を心からご祈念申し上げ、ご挨拶

とさせていただきます。 

 



 

 

- 6 - 

 

 

② 来 賓 祝 辞  

 

 

兵庫県議会文教常任委員長 

北上 あきひと  

 

 

 

 

兵庫県立図書館開館50周年、誠におめでとうございます。また、本日の記念事業がかくも盛

大に開催されますことを、心からお慶び申し上げます。 

県立図書館におかれましては、1974年の開館以来、兵庫の情報拠点として、利用者の調査研

究の支援や市町立図書館の支援に取り組んでこられました。長年にわたり県内全域へのサービ

スの提供にご尽力され、多くの県民の期待に応えてこられたことに心から敬意を表したいと存

じます。 

 

50年間の間には様々なことがございました。その都度に時宜を得た事業を展開されてきたも

のと存じます。1995年１月の阪神・淡路大震災では、県立図書館も大きな被害を受けられまし

た。そのなかにあって、同年11月にはフェニックス・ライブラリーを開設され、その後も継続

的に震災関連資料の収集・整理・公開・共有化に努めておられます。 

2014年11月には図書館発防災フォーラムを実施される等、防災先進県兵庫の県立図書館とし

てその使命を存分に果たしてこられました。 

コロナ禍にあっては、感染拡大防止のためにステイホームが求められた訳でありますが、そ

の際には郵送図書貸出を迅速に実施されました。外出せずとも本を借りることが叶い、広く読

書の機会が保障されました。図書館として県民の心身の健康保持に貢献されたものと認識する

ところであります。 

デジタル化社会を迎えるなか、県立図書館では、Eメールによるレファレンスサービスやイン

ターネットによる貸出予約、電子図書の閲覧等を展開されています。紙のページをめくる、心

躍る確かな喜びはかけがえのないものでありますが、多様な県民のニーズに対応するために

は、図書館業務のデジタル化は必須であり、果敢な取り組みに改めて敬意を表します。 

 

「図書館は成長する有機体である」。これは世界中の図書館司書が知る有名な言葉だそうで

す。これからも、いつの時代も、県民一人ひとりの幸せに寄与し、そして豊かな兵庫と平和な

世界の創造につながる兵庫県立図書館であるために、関係者の皆様のより一層のご奮闘をご期

待申し上げます。合わせて、県議会としても、図書館の発展のためにその役割をしっかり果た

す決意を申し述べたいと存じます。 

 

結びに、ご参集の皆様のますますのご健勝、ご活躍を祈念申し上げまして、お祝いの言葉と

させていただきます。 
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③ 50 年のあゆみを動画で紹介 

 

AIナレーションによる動画全７分４４秒 

兵庫県立図書館 YouTube にて公開中です！ 
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●  50年のあゆみ動画 原稿 

 

 

①～④ 兵庫県立図書館は、昭和49年10月1日に、現在の場所で開館し、令和６年10月

で50周年を迎えます。 

これまでの約50年間の主な取り組みを振り返っていきます。 

 

⑤～⑦ 昭和３年頃から、全国的に図書館の設立が奨励され、多くの公立図書館が誕生

しました。兵庫県では昭和４年度に「兵庫県巡回文庫」の運営を開始し、戦時中は一時

活動を中止していましたが、昭和26年度に「移動公民館」に名前を変えて巡回を再開し

ました。 

 

⑧～⑬ 昭和44年度に県政振興計画の基幹的施策の一つとして、県立図書館の設置が掲

げられ、昭和49年10月に開館しました。 

明石市立図書館との併置という、全国的にも例を見ない形をもって、「所在地区の住

民に対するサービス部門」を切り離し、県内の図書館等をサポートする、いわゆる「図

書館のための図書館」の機能を主軸に置きました。 

 

⑭ 昭和51年度には、市町立図書館等の活動を推進し、支援するため、利用者がお住ま

いの地域の図書館で、県立図書館の資料を受け取れる協力貸出サービスを開始しまし

た。 

 

⑮～⑱ 昭和58年度には、協力貸出を効率的に実施するために配送業者と契約し、定期

的に市町立図書館との貸出・返却を行う託送便貸出サービスを開始しました。 

これにより、市町立図書館との資料のやり取りがスムーズになりました。 

 

⑲～㉑ 平成7年1月17日に阪神・淡路大震災が発生し、当館も図書の落下・破損、水道

管破裂による図書の冠水などの被害を受け、同年1月30日まで臨時休館しました。 

 

㉒～㉔ 震災関連資料の散逸を防ぎ、震災の記憶、記録を後世に伝えていくため平成７

年11月に「フェニックス・ライブラリー」を郷土資料室に開設し、図書、雑誌の特集

号、チラシなど約2,800点を配架しました。 

 

㉕～㉘ 平成元年、図書館システムのコンピューターを初めて導入しました。 

平成11年4月には蔵書目録作成などの業務の省力化を図るため、 高い機能性と汎用性

を持つTRC MARCを採用しました。 

同年9月に、「ひょうご図書館情報ネットワークシステム（HALネット）」の運営を開始

しました。インターネットを使って、利用者の皆様はいつでも蔵書検索が、市町立図書

館は協力貸出の申込が出来るようになりました。 

 

㉙～㉚ 時代の変化や、利用者の皆様のニーズに対応し、平成13年11月から来館者の皆

様への直接貸出を開始しました。 

 

㉛～㉝ 平成15年度から、図書館を身近に感じていただくために興味を引くテーマで図

書館利活用講座を行うとともに、Ｅメールを使った調査相談サービスを開始しました。

平成17年度から、当館で借りた図書をお住まいの市町立図書館で返却できる遠隔地返却
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システムを実施するなど、サービスの充実に取り組んでまいりました。 

 

㉞～㊲ 平成19年1月にはHALネットを更新し、インターネットによる図書の予約を開

始するとともに、予約した図書を市町立図書館で受け取ることもできる在住地受取を導

入しました。平成22年6月には県内の学校を支援する、 「学校サポートプロジェクト」

を開始しました。調べ学習等に活用できる図書をまとめて貸出する「セット貸出」や、

著作権やビブリオバトル等をテーマに講師を派遣する「学校サポート講座」等を実施 

しています。 

 

㊳～㊼ 平成28年9月から平成30年3月まで耐震改修工事を行いました。開館以来初めて

の大規模工事であり、建物の耐震機能の強化に加え、来館者用エレベーターや親子読書

スペースの新設、書架や閲覧席の増設など、図書館機能の充実を図りました。 

 

㊽ 令和２年３月以降、新型コロナウイルス感染拡大のため、２度にわたり臨時休館し

ました。同年５月26日から検温やアルコール消毒を取り入れながら開館しました。 

 

㊾～○52 新型コロナウイルスの影響や、兵庫県全域の皆様に、より県立図書館をご利用

いただくため、非来館型サービスの充実を図ることとしました。 

令和5年4月から来館せずに図書を閲覧できる電子書籍サービスを開始しました。各種事

典、各分野の専門書など6,236冊を24時間いつでも閲覧できます。 

また、HALネットの更新に合わせ、令和６年１月からweb上で利用登録申込ができるよう

になりました。 

これにより、来館せずに県立図書館の図書が借り易くなりました。 

 

○53  ここで、統計的にこれまでの50年での主な指標を振り返りたいと思います。 

まず、蔵書冊数です。開館当初は約43,000冊でしたが、現在は約668,000冊を所蔵して

います。 

このうち、閲覧室には約14万冊を配架しています。 

 

○54  次に、貸出冊数です。 

当館では昭和51年から市町立図書館を通じての貸出を行い、平成13年からは利用者の皆

様への直接貸出を始めました。 

これにより、貸出冊数は大幅に増加しましたが、近年は、平成28年の改修工事や明石

市立図書館の移転、令和２年からの新型コロナウイルスの影響などを受け、減少の傾向

がみられます。 

 

○55  最後に、来館者数です。 

開館以来、平成26年度までは順調に右肩上がりで推移してきましたが、貸出冊数の推

移と同様に、近年は減少傾向となっています。 

一方、電子書籍の利用者数はサービス開始の令和５年度で来館者数に対して約13％、

令和6年8月では約23％と増加傾向です。 

 

○56  引き続き、さらなる利用促進に向け、資料の充実とサービスの向上、積極的な広報

活動を展開し、より県民の皆様に身近な図書館となるよう邁進して参ります。 

今後とも、変わらぬご支援・ご利用を賜りますようお願い申し上げます。 
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④ 謝 辞 

 

 

兵庫県立図書館館長 

野村 孝  

 

 

 

 ご来賓の皆様、関係者の皆様、そして、この開館50周年記念事業にご応募いただいた県民の

皆様におかれましては、本日は、お忙しい中、ご出席いただき誠にありがとうございました。 

 

 県立図書館は、先ほどのスライドでもありましたとおり、昭和49年に、県下の図書館をサポ

ートする「図書館の図書館」として、蔵書約43,000冊で産声をあげ、その後50年間で、蔵書約

668,000冊に成長いたしました。冊数自体は、都道府県の中では最も規模が小さいところです

が、「図書館の図書館」としてスタートしたこともあり、「学術・専門書」を中核とする蔵書と

なっており、「山椒は小粒でピリリと辛い」の諺のとおり、小さくともキラリと光る特色の有る

図書館となっております。 

 こうして、県立図書館が成長できてまいりましたのも、本日、お集まりのご来賓の方々をは

じめとした議会・行政の皆様のご理解、県下の図書館のお力添え、図書館の運営にご尽力をい

ただいた皆様、そして、なにより、この県立図書館を、平素からご利用いただいた県民の皆様

のおかげと、深く感謝申し上げるところでございます。 

 

 この50年間で、県立図書館の利用者数は約485万人、貸出冊数は約177万冊、利用者の皆様の

調査研究活動への支援であるレファレンスは約85万件となっており、県民の皆様が、書籍の中

の「知」へアクセスされることに、一定の役割を果たしてこられたのではないかと考えており

ます。 

今後も、県民の皆様に遍くサービスを提供するという県立施設の本旨を踏まえ、県立図書館

から離れた地域にお住まいの県民の皆様にも、この図書館に親しんでいただけるよう、電子書

籍やインターネットでの利用登録など、図書館に来館しなくても書籍を利用できる環境整備に

取り組むとともに、図書館自体が利用者の皆様の「知的な欲求」を刺激する空間でありますの

で、更に多くの県民の皆様が来館し、書籍を利用していただけるよう、努めてまいりたいと考

えております。 

 

県立図書館が、更に10年、20年と節目の年を迎えることができますよう、お集まりの皆様

の、ご理解、ご協力、また、一層のご利用をお願い申し上げますとともに、皆様のご健勝、ご

多幸をお祈りし、お礼のご挨拶とさせていただきます。本日は本当に、ありがとうございまし

た。 
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⑤ 記念式典出席者 

※敬称略 

No. 機関・職名等 氏 名 備 考 

1 兵庫県教育委員会 教育長 藤原 俊平 ◎ 

2 兵庫県 教育委員 井上 真二 ◎ 

3 東播磨県民局 局長 野北 浩三 ◎ 

４ 兵庫県教育委員会事務局 社会教育課長 大久保 拓哉 ◎ 

5 兵庫県議会 文教常任委員長 北上あきひと ◎ 

6 兵庫県議会 西区選出 石井 秀武 ◎ 

7 兵庫県議会 明石市選出 岸口 みのる ◎ 

8 兵庫県議会 明石市選出 伊藤 勝正 ◎ 

9 明石市 市長 丸谷 聡子 ◎ 

10 明石市議会 副議長 寺井 𠮷広 ◎ 

11 県立美術館 副館長 井野 健三郎 ○ 

12 県立歴史博物館 副館長 市村 高子 ○ 

13 (公財) 兵庫県園芸・公園協会 理事長 寺谷 毅 ○ 

14 あかし市民図書館 館長 由井 清美 ○ 

15 神戸市立中央図書館 館長 中山 祐介 ○ 

16 伊丹市立図書館 館長 山田 正人 ○ 

17 加古川市立中央図書館 副館長 田中 康夫 ○ 

18 高砂市立図書館 館長 橘 安代 ○ 

19 稲美町立図書館 館長 井上 理香 ○ 

20 播磨町立図書館 館長 山本 一美 ○ 

21 元 園田学園女子大学人間健康学部准教授 藤井 雅英 ○ 

22 一般社団法人兵庫県子ども会連合会 副理事 太田 はるよ ○ 

23 ＮＰＯ法人おはなしくれよん 理事長 川石 雅代 ○ 

24 神戸新聞 論説委員 木村 信行 ○ 

25 神戸女子大学 特任教授 坂下 直子 ○ 

26 公募委員 津谷 宏子 ○ 

27 公募委員 西海 悦子 ○ 

28 元館長 R3-5 村上 元伸 ○ 

29 元次長 H29-30 清宗 衛 ○ 

30 元次長 H26-28 田中 豊久 ○ 

31 元次長 H12-13 坂本 一昭 ○ 

32 兵庫県教育委員会事務局 社会教育課 指導主事 谷本 麻衣子 ○ 

  ◎：来賓 ○：図書館関係者 

一般参加者 98名 合計 132 名 

随行２名 
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（２） 記念トークイベント   
 

 

① 演題「書籍の森で時間を止めて    

～読書の醍醐味と人生～」 
 

  

② 講師  玉岡 かおる 氏 
 

  

③ 参加人員：121名（うちパブリックビュー 43名） 

※定員を大幅に超える応募があったため、講演の様子をライブで視聴できる 

パブリックビュー会場を用意 
 

 

 ④ 概要：玉岡かおる氏による講演の後、参加者との質疑応答 

 

 

⑤ 講演の趣旨 

 

デビュー当時、この兵庫県立図書館によく通っていました。専業主婦で子育てをしな

がらの執筆活動。取材旅行に出かける時間もなく、必然、足元である地元をテーマにし

た作品を書くようになりました。そこで、兵庫県立図書館の郷土資料をよく利用させて

いただきました。 

 

古今東西、様々なテーマの本がそろっている図書館はまさしく「森」のようで、入る

と時間を忘れてしまう場所。 

たとえば、ストックホルム図書館では、人間にとって居心地のいい円形の設計になっ

ています。 

必ずしも本を読まなくとも、その空間にいるだけでいい。眠ってしまっても構わな

い。紙の本の匂いや、手触り、ページをめくるときの音など、五感に訴えかける良さが

図書館にはあります。空間そのものを味わうことで、図書館をより楽しんでほしいと思

います。 

 

本を読むと、顔を見たこともない、何千

年も昔に生きた人の人生が、血を流しなが

ら得た教訓、知恵が詰まっています。そう

いった本を図書館が現代まで保存してきま

した。そんな書籍の森にいられることの幸

せを感じていただければと思います。 
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（３） 図書館バックヤードツアー   
 
希望者を対象に、普段は入ることができない図書館の裏側を、職員の説明を受けなが

ら巡るバックヤードツアーを開催。 

開架に出していない本を収納している積層書庫や、市町立図書館に本の郵送準備をす

る託送室などの見学を実施。 

 

参加者からは「記念式典に参加したが、バックヤードツアーが特に印象に残った。」「普段立ち

入れない部屋などを見て得した気分になった。ぜひ別の機会にも開催してほしい。」等の意見が寄

せられた。 

 

参加人員：68名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※A・B班、C・D班がそれぞれ同時に巡回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 班 B 班 C 班 D 班 合計 
17 名 18 名 16 名 17 名 68 名 

＜A・C班 コース順路＞ 15 分 

会場（第 2研究室） 

①集密書庫 

②託送室 

③書庫２層 

④ふるさとひょうご情報室 

 ・フェニックスライブラリー 

⑤書庫３層通過 

⑥大閲覧室・電子書籍紹介 

⑦２階ロビー【解散】 

＜B・D班 コース順路＞ 15 分 

会場（第 2研究室） 

①ふるさとひょうご情報室 

 ・フェニックスライブラリー 

②書庫３層 

③大閲覧室・電子書籍紹介 

④託送室 

⑤集密書庫 

⑥１階ロビー【解散】 



 

 

- 21 - 

 

 

２ 展示  

 開館 50 周年を記念し、県立図書館の歩みや「50」に関連した展示を実施した。 

 

（１）企画展示  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明石工業高等専門学校連携展示 

建築を楽しむ 
～歴史的建造物から最新建築まで～ 

展示期間：令和６年３月 22日 

～８月 14日 

展示場所：大閲覧室、２階ロビー 

連 携 先：明石工業高等専門学校 

 

建築関係の展示を始めて５年目となる

明石工業高等専門学校との連携展示を

行った。 

今回の展示では、有名建築家の建築物

の模型とともに当館の資料を展示。詳

細な資料と共に、有名建築の模型をい

ろいろな角度からご覧頂き、建築の面

白さや奥深さを学んでいただける機会

とした。 

貴重な資料で振り返る 50 年展 

展示期間：令和６年８月 16日 

～令和７年３月 19日 

展示場所：大閲覧室 

 

装丁が珍しい巻物や、出版年が古い貴

重な資料と、50周年の 50に関連した

資料などを集めた展示を行った。 

50 年前に出版された本、図書館の貸

出・予約ベスト 50に分けた内容は興

味深く、巻物や兵庫県巡回文庫の木箱

など、普段目にすることがない資料を

見ていただくよい機会となった。 
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この 50 年をふりかえって 
～ヴィジュアル辿る 50 年の軌跡～ 

展示期間：令和６年９月 20日 

～12月 18日 

展示場所：大閲覧室 

 

当館が歩んできた 50年間の流行や世

相、歴史的な出来事を図書やレコード

ジャケットなどのグッズで振り返る展

示。昔と今の漫画雑誌や電話機のパネ

ル等を掲示し、視覚的に時代の変遷を

感じられる内容とした。 
 

 

みんな 50 歳！ 
～県立図書館の同い歳集めました

～ 

展示期間：令和６年 12月 20日 

～令和７年３月 19日 
展示場所：大閲覧室 

 

県立図書館と同じ“50歳のもの”と、

関係資料をあわせた展示を行った。 

日常生活に身近な食品、アニメ・キャ

ラクター、おもちゃのほか、貴重なア

メダスの実物機器を展示し、懐かしさ

に触れつつ、防災についても意識され

る機会となった。 
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丸善雄松堂コラボ企画 

教育・文化の今むかし 

展示期間：令和６年８月 16日 

～９月 18日 

展示場所：大閲覧室 

連 携 先：丸善雄松堂株式会社 

 

丸善雄松堂株式会社と「教育・文化の

今むかし」をテーマにコラボ展示を行

った。 

「昔の教育・学習方法」を教育関係資

料等で振り返り、そして「今（現代）

の教育・学習方法」をレファレンスを

活用した調べ学習の方法、情報検索の

しかたなどの関係資料知ることができ

る展示とした。 
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（２）図書展示  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひょうごを巡る５０冊 

展示期間：令和６年４月 19日 

～７月 17日 

展示場所：ふるさとひょうご情報室 

連 携 先：兵庫五国連邦プロジェクト 

 

有名な観光地、魅力的な名物名所が数

多く、古典文学から話題作まで舞台と

しても取り上げられていることが多い

兵庫県。 

本の世界に飛び込み県内を巡り楽しめ

るような図書を、当館５０周年に合わ

せて５０冊（兵庫五国・各１０冊）

と、関連観光資料をご紹介し、郷土へ

の関心を深める機会とした。 

阪神甲子園球場１００周年 
 

展示期間：令和６年６月 21日 

～８月 14日 

展示場所：ふるさとひょうご情報室 

連 携 先：阪神甲子園球場 

 

阪神甲子園球場は、1924 年の竣工か

ら今年で 100 周年となり、兵庫県立

図書館の 2倍の歴史を重ねている。 

これに合わせ、阪神甲子園球場や阪

神タイガース・高校野球に関する資

料、周辺地域の歴史や名所に関する

資料を展示した。 
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おかげさまで 50年 

～県民・図書館とともに～ 

展示期間：令和６年８月 16日 

～12 月 18 日 

展示場所：ふるさとひょうご情報室 

 

兵庫県立図書館開館 50周年にあわ

せ、利用していただいた 利用者・図

書館 に感謝を込めて、兵庫県立図書

館 と 兵庫県内公共図書館に関連する

所蔵資料を展示し、兵庫県の図書館の

歩みをたどる機会とした。 

図書館と同い年の郷土資料た

ち 
 

展示期間：令和６年 10月 18日 

～12 月 18日 

展示場所：ふるさとひょうご情報室 

 

兵庫県立図書館の開館 50周年を記念

し、郷土資料の中から、昭和 49年度

に発行された図書館資料を展示した。

図書だけでなく、開館当時に県内で発

行された広報誌など、関連した当館資

料を展示することで、利用者に関心を

持っていただける機会となった。 
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兵庫にゆかりのある作家 50 人 

展示期間：令和６年 12月 20日 

～令和７年３月 19日 

展示場所：ふるさとひょうご情報室 

 

開館 50 周年を記念し、兵庫にゆかりの

ある作家 50人の当館資料を展示。 

在住歴のある作家や、兵庫にゆかりのあ

る直木賞・芥川賞作家の作品などを紹介

した。 

県立図書館・ＢＬ出版５０周年コラ

ボ企画 

本を読む楽しみを届けるために 
 

展示期間：令和６年７月 19日 

～10 月 16日 

展示場所：ふるさとひょうご情報室 

連 携 先：ＢＬ出版 

 

県立図書館と県内の出版社である BL出

版は、令和６年にともに５０周年を迎

えた。 

お互いの５０周年を記念し、コラボ企

画として資料展示を実施し、BL 出版の

主な出版物である絵本や児童書に親し

む機会を利用者に提供した。 
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（３）特別展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県立図書館のあゆみ 

展示期間：令和６年４月 26日 

～11月 20日 

展示場所：１階ロビー 

 

兵庫県立図書館が 50周年を迎えるにあ

たり、「兵庫県立図書館のあゆみ」と題

した年表を展示。 

※展示内容は資料篇参照 

図書館の今むかし 

展示期間：令和６年６月下旬 

～11月 20日 

展示場所：１階ロビー 

 

過去に業務で使用していた資料や利用

者数の推移、明石公園の昔の写真な

ど、50年分の歴史をわかりやすく感じ

られる展示品を紹介。 

兵庫県内市町立図書館の紹介 

展示期間：令和６年７月上旬 

～11月 20日 

展示場所：１階談話室 

 

50 周年記念特別展示として、兵庫県内

に約 40ある市町立図書館の紹介をパネ

ル展示。 

※展示内容は資料篇参照 
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（図書） 

（図書） 

（図書） 

（図書） 

（図書） 

その他 令和６年度中に実施した展示 

 

あなたの新生活応援しま

す！ 
～ひょうごで入学・就職

する方～ 

ふるさと

ひょうご

情報 

令和６年２

月 16日～

５月 26日 

4 月は新しい生活をスタートする方が

多い季節。入学や就職、転勤、退

職、第二の人生のスタートの手助け

ができる関連資料を集めて提供。 
兵庫で新生活を始める方向けに、地

域情報・兵庫の雑学等見て楽しめる

書籍を用意し、当館の幅広い資料に

触れてもらう機会とした。 

読まずに死ねない！古典

名著 
大閲覧室 

令和６年２

月 16日～

５月 15日 

日本の著書に限らず、世界の名著に

ついてもいくつかピックアップし、

解説書と合わせて展示。 
古典名著の読み方や様々な日本・世

界の名著について紹介している本も

展示し、難しそうで敬遠してきた、

概要は知っているけど深くは今まで

読んでこなかった方が少しでも読も

うと思えるような機会とした。 

2024 ひょうご本大賞 
ふるさと

ひょうご

情報 

令和６年

10月 18 日

～12 月 18

日 

兵庫県にゆかりのある著者または兵

庫県が舞台の小説から、県内読者に

読んでほしい本を選ぶ「ひょうご本

大賞」。今年の最終ノミネート４作品

とその関連資料を展示した。 
最終ノミネート作品は人気が高く、

貸出中の本が続出するなど、利用者

の方に兵庫ゆかりの本に関心を持っ

ていただけた。 

ノーベル賞関連展示 2025 大閲覧室 

令和６年

10月 18 日

～12 月 18

日 

ノーベル賞受賞者の発表に伴い、そ

れぞれの賞の受賞内容に関連する図

書を紹介し、県民の興味関心を深め

る機会とした。 

干支のアラカルト 大閲覧室 

令和６年

12月 20 日

～令和７年

１月 19日 

令和７年（2025 年）、乙巳（きのと

み）年を迎えるにあたり、「乙巳」、

「巳」について書かれた資料につい

て紹介すると共に、巳年の出来事等

や令和７年の予定等関連についての

資料を展示し、干支や巳年、巳に関

する知識を深めていただく展示とし

た。 
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（図書） 

（企画） 

（連携） 

（企画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阪神・淡路大震災から 
３０年 

ふるさと

ひょうご

情報 

令和６年

12月 20 日

～ 

令和７年

３月 19日 

 

阪神・淡路大震災発生から３０年の

節目の年に、改めて防災や減災につ

いて考えるきっかけになるよう、阪

神・淡路大震災に関する資料のほか

に最新の防災についての資料を集め

た展示を行った。また、未来を担う

子どもたちに震災の教訓をわかりや

すく伝えるため、大型絵本などの子

ども向けの資料をあわせて展示し

た。 

いわさきちひろの世界 
～いのちと平和としあわ

せを考える～ 
大閲覧室 

令和７年３

月 19日～

５月 14日 

明石市立文化博物館で、春季特別展

「いわさきちひろ×plaplax あれ 

これ いのち」とラリーイベントが

開催される。これにあわせて、当館

所蔵のいわさきちひろの著書や絵

本、ちひろの画法、ちひろの愛した

自然、こどもの平和に関連した資料

とともに、関連グッズを展示した。 

書籍でより楽しむ！大河

ドラマ「べらぼう～蔦重栄

華乃夢噺～」 
大閲覧室 

令和７年３

月 19日～

６月 18日 

今年の大河ドラマ「べらぼう～蔦重

栄華乃夢噺～」に関連した展示し、

蔦屋重三郎などのドラマの登場人物

の関連書籍や江戸時代の生活、出版

物や浮世絵などの展示。 

当館が所蔵する資料を通して、江戸

時代についての理解を深め、大河ド

ラマべらぼうをより楽しんでもらう

機会とする。 

 

兵庫県立考古博物館×兵

庫県立図書館 
ひょうごの銅鐸 

ふるさと

ひょうご

情報室 

令和７年３

月 19日～

５月 14日 

兵庫県立考古博物館 春季特別展

「弥生の至宝 銅鐸」と連携し、「気

比の銅鐸」（流水文銅鐸）・「松帆銅

鐸」をはじめ兵庫県内で発見された

「銅鐸」に関連する資料を中心に、

弥生時代・青銅器に関する資料を展

示。 

関連講座として、兵庫県立考古博物

館担当学芸員による講演会（令和 7

年 6月 21 日（土））を予定 
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３ 講座 
 

開館 50 周年を記念し、「50」に関連した講座を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日：令和６年９月 13日(金) 

講師：重森 健太 氏 

(関西福祉科学大学保健医療学部リハビリテー 

ション学科教授) 

参加人員：34名 

オンラインでの参加人員：21名 

 

近年、高血圧、糖尿病などの血管危険因子が認

知症の発症に関与すること、さらに定期的な運

動（特に有酸素運動）などが発症の防御因子と

なることがわかってきた。そのことから、当講

座では最も身近な運動である歩行を通して認知

症の予防について学ぶ機会となった。 

 

人生 100 年時代  歩き方から学ぶ ～健康長寿の新習慣～ 
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その他 令和６年度中に実施した講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ 講師 開催日 
参加 

人員 
概要 

しょくぶつ探検 
～植物あそび体験

と葉っぱのミニ図

鑑づくり～ 

小舘 誓治 氏

（兵庫県立人と

自然の博物館） 

令和６年 12

月８日(日) 
20 名 

兵庫県立図書館が立地する明石

公園内にて、人と自然の博物館

の研究員を講師としてむかえ、

親子と一緒に木や草花を観察

し、葉っぱを使った遊びを体

験。また観察後は研修室で講師

に説明を受けながら、観察した

植物を調べて葉っぱのミニ図

鑑、葉っぱぐるぐるなどのおも

ちゃを作成した。 

サイバーセキュ

リティ研修 
～騙されないため

に知っておきたい

こと～ 

兵庫県警察サイ

バーセキュリテ

ィ・捜査高度化

センターサイバ

ー情報発信室担

当警察官 

令和７年２

月６日(木) 
45 名 

情報化社会がますます進んでい

る昨今、サイバー犯罪も増加傾

向にある。誰にも起こりえる身

近な問題であり、自分の身を自

分で守ることが大切になってき

ていることから、サイバー犯罪

から身を守るための具体的な方

法を現役警察官から学んだ。 

連続歴史講座 

～日本の昭和時代

～ 

藤井 雅英 氏

（前園田学園女

子大学准教授） 

令和６年６

月 13日

(木)、６月

27日(木)、

７月 11日

(木) 

 

昭和初期の混乱、太平洋戦争への

道のり、当時の日本文化、 

著名な人物のエピソードにスポッ

トを当てながら、歴史を 

たどる講座を開催。 

連続城講座 ひょ

うご五国の城に

迫る！ 

～淡路編～ 

第 1回 

工藤 祥子（淡

路市教育委員会 

社会教育課） 

第２回 

金田 匡司（淡

路市教育委員会 

生涯学習課） 

令和６年 11

月７日、11

月 28 日

（木） 

 

地元の城について興味を持ってい

ただくために五国（摂津・播磨・

但馬・丹波・淡路）にあるお城を

順番に取り上げ、様々な角度から

深く掘り下げる連続講座を開催。 
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４ イベント 

 

（１）図書館夏祭り 

 

例年県立図書館を利用したことがない子ども達や、日頃、図書館を利用する機会が少

ない方のきっかけづくりとして、子どもたちや親子で「楽しみながら学ぶ」ことができ

るイベントとして開催。令和６年度は50周年記念として屋台体験ブースの設置やキッチ

ンカーを招き、コーナーの拡充を図った。 

 

日  時：令和６年８月17日（土）  

参加人員：延べ1,011 名 

 

 

① むしむしみっけ  
 

場所：エントランス 

 

兵庫県立人と自然の博物館の移動博物館車「ゆめはく」 

（2tﾄﾗｯｸ)による標本や資料を展示 

 

 

 

② 「虫」にふれてみよう 
  
場所：エントランス 

講師：兵庫県立人と自然の博物館 研究員 

 

兵庫県立人と自然の博物館の研究員による解説付きで、 

昆虫や両生類に実際に触って観察できるコーナー 

 

 

③ 高校生による絵本の読み聞かせ 
  
場所：談話室 

講師：県立加古川東高等学校生 

 

県立加古川東高等学校の生徒による、自作絵本の読み聞かせ 

を３回に分けて実施 
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④ メダカのコタロー劇団  
・こども絵本劇場「ひょうたん池物語」 

・環境学習イベントステージ「ひょうごのため池はぼくたちが守る編」 

 

場所：第２研修室 

出演：メダカのコタロー劇団 

 

メダカのコタロー劇団声優達による、楽しみながら環境 

保全や生態系について学習できるイベントステージ 

 

 

⑤ ため池マンたいそう 
  
場所：図書館前 

出演：メダカのコタロー劇団 

 

メダカのコタロー劇団の人気キャラクター「ため池マン」 

と参加者が一緒に、歌に合わせて踊る 

 

 

⑥ 屋台体験 
  
場所：図書館１F前広場 

 

小学生以下の子どもを対象に、わたがし、スーパーボール 

すくいなどの屋台を体験してもらう 

 

 

 

⑦ キッチンカ― 
  
場 所：図書館前道路 

店舗名：Loco Kii 

ニコニコおむすび結 

 

キッチンカーでの飲食物の販売 
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（２）つながる絵ワークショップ 

 

開 催 日： 令和６年８月10 日 

講   師： ＢＬ出版株式会社 落合 直也 氏 

対   象： 小学生以下の子ども 

参加人員： 40 名 

 

 

兵庫県立図書館と県内の出版社であるＢＬ出版は、2024年でともに５０周年を迎え

た。お互いの５０周年を記念し、ＢＬ出版の主な出版物である絵本や児童書に親しむ機

会を提供するため、コラボ企画としてワークショップを開催した。 

 

ウクライナ戦争をきっかけにBL 出版が出版した絵本『ちきゅうパスポート』の主旨

である「世界中の子どもたちはみんなつながってなかよくなれる」という思いや、世界

の平和への願いを込めて、子どもたちが自由に絵を描き、それらをひとつなぎにしてジ

ャバラ絵本を作成した。 

 作成したジャバラ絵本はふるさとひょうご情報室にて３か月にわたり展示された。 
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資 料 篇 
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資料（１） 兵庫県立図書館のあゆみ 年表 
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資料（２） 県内市町立図書館紹介
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